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　　2021年５月14日公表の2022年３月期第２四半期（累計）の連結業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので

　下記の通りお知らせいたします。また、2022年３月期通期の連結業績予想の修正を併せてお知らせいたします。

　１．2022年3月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異（2021年4月1日～2021年9月30日）

前回発表予想(A)

実績値(B)

増減額(B-A)

増減率(%)

（ご参考）前期実績
（2021年3月期第2四半期）

（差異の理由）

　　2022年３月期第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は概ね予想値並みに推移しました。利益面について

　は、ＮＮＰＳ（ノザワ・ニュー・プロダクション・システム）改善活動による生産性の向上によるコスト削減及び効率輸送による

　物流費の削減効果が想定以上であったこと及び営業外収益に受取保険金や為替差益を、特別利益に中国子会社清算に

　伴い為替換算調整勘定取崩益を計上したこと等により、上記のとおり差異が発生いたしました。

　２．2022年3月期通期連結業績予想数値の修正（2021年4月1日～2022年3月31日）

前回発表予想(A)

今回予想発表(B)

増減額(B-A)

増減率(%)

（ご参考）前期実績
（2021年3月期）

（修正の理由）

　　2022年３月期の通期連結業績につきましては、下期は新型コロナウイルス感染症の影響から徐々に回復すると見込んで

　おりましたが、当該感染症による新規建設計画の停滞等の影響が続くと予測されることから、通期売上高は前回発表予想比

　減収となる見通しです。利益面では、下期については第２四半期同様に生産性の向上によるコスト削減がある一方、原料価格

　の高騰、原油等資源高による電力・燃料費・物流コストの上昇等が見込まれることと、第２四半期業績を踏まえて、上記の通り

　予想を修正いたします。

　　※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後さまざまな

　 　　要因によって予想数値と異なる場合があります。

以　上

記

2021年11月12日

第２四半期（累計）の連結業績予想値と実績との差異及び
通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する四半期純

利益

１株当たり四半期純
利益

10,043 1,061 1,191 1,105 96.98

10,000 700 720 480 42.09

0.4 51.7 65.5 130.4

43 361 471 625

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する当期純利

益

１株当たり当期純利
益

11,211 927 941 518 45.50

21,000 1,580 1,610 1,070 93.84

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

△600 300 390 560

20,400 1,880 2,000 1,630 142.95

△2.9 19.0 24.2 52.3

22,394 1,846 1,869 1,262 110.70


